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　　　　　　　　　　　　　　　論　　文　　の　　要　　旨

＜目　的〉

　特発性血小板減少性紫斑病（以下亙TP）は，血小板に対する抗体が形成され，これにより血小板の

減少が生じ，．出血傾向を中心とした病像を呈する疾患である。抗血小板抗体の対応抗原が徐々に判明

しつつあるが，これらの抗血小板抗体の巨核球に対する作周を検討した報告はこれまでほとんど見ら

れていない。本研究は1TPにおいて，抗血小板抗体の対応する抗原と臨床像の関係ならびにこれらの

抗体の巨核球に対する作用について検討を行った。

〈方　法〉

　対象患者は慢性玉TPの38例（男払，女24）である。抗血小板抗体の対応抗原は血小板糖蛋自1b，

11b／1晦に対するモノクローナル抗体を用いた狐od岨ed鯛t1gen　capt雌e　EL亙SA法（サンドイッチ肌一

ISAの一法）を用いて判別した。病態の指標として，初診時の血小板数，血小板に付着した1gG量

（p1誠e1et　ass㏄iated㎏G：PA㎏G）の測定，巨核球の数，胞体面積，血小板寿命，血小板破壊場所，

治療成績について検討した。巨核球数は，骨髄c1ot標本を巨核球の表面マーカーであるvon　Wil1eb－

ra皿d　factorに対する抗体で免疫染色し，この数をカウントする一方，同一s1ice標本をライト・ギム

ザ染色を施し，細胞髄面積を計算し，密度を計算した。また巨核球胞体面積についてもライト・ギム

ザ染色標本から画像解析コンピュータを用い算定した。PA1gGの測定はTsubakioらの方法で測定し

た。血小板寿命及び血小板破壊部位はu㌔一tropo1㎝e法を用い測定した。亙TPの治療は厚生省特発性造

血障害調査研究班の治療指針に基づいて行った。

一452一



〈結果および考案〉

　抗血小板抗体の対応抗原型より亙TP患者をA群（1b及び蝸仙aともに陰性のもの），B群（1b陽性，

11b／1晦陰性のもの），c群（lb陰性，11b／111・陽性のもの），D群（1b，l1b／1l1a共陽性のもの）に分類した。

A群は28名（73．7％），B群は5名（13．2％），C群は2名（5．2％），D群は3名（7．9％）であった。

　初診時の血小板数を抗原の型別にみると，A群2．3±L8×104／μ1，B，c，D群は各々王．o±O．8×ユo4／μ

1，113×互04／μ，2．2×10雀／μであった。

　PA1gGはA群273．O±玉84．4㎎／107p1ate1ts，B群618．8±675．2㎎／王07p1就e1ts，c群298．0／107p1誠e肚s，

D群431．0／亙07p且a鮒sであった。血小板数，PA㎏GでのA群とB宝C，D群の聞には有意差を見出せなかっ

た。

　巨核球数はA群が17．O±2ユ17Mg虻．／棚2，B群は12．8±8，9Mgk．／棚2，C群は75．2Mgk．／㎜2，D群は

21．9Mg虻．／㎜2であった。A群に対して，c群では巨核球数が多い傾向が認められた。

　巨核球胞体面積についてはA群は13u±235．6岬2であった。B，C，D群はそれぞれ1001±2613岬2，

ユ621μ㎜2，980岬2であり，A群に比してB群の巨核球胞体面積は有意に小さかった。

　血小板寿命の検討では，A群の血小板寿命は2．3±1．2日，B，C，D群は順に2．O±1．O日，3．4日，

1．ユ日であり，この4群の問に有意差は認められなかった。また血小板の破壊場所はどのグループも

脾型が多く，特定の傾向を見出せなかった。

　治療成績においても，各群に特定の傾向は認められなかった。

　以上の結果より，抗血小板抗体の対応抗原から，亙TPを4群に分け検討したところ，巨核球の胞体

面積について抗1b抗体陽性群では抗1b，抗11b／1晦のどの抗体も持たない群より巨核球の面積が小さ

いことが判明した。このことは抗1b抗体が巨核球の成熟を抑制する可能性を示唆しているものと考え

られた。

審　　査　　の　　要　　旨

　互TPに認められる抗血小板抗体の対応抗原が徐々に判明しつつあるが，これらの抗血小板抗体の巨

核球に対する作用を検討した報告は認められない。本研究では，抗血小板抗体の対応抗原より，ITP

を4群に分け，病態，治療への反応性および巨核球像などについて検討したところ，抗1b抗体陽性群

は抗1b，抗11b／maのどの抗体も持たない群より巨核球の胞体面積が有意に小さいことが判明した。

このことは抗1b抗体が巨核球の成熟を抑制する可能性を示唆しており，ITPの病態を解析する上で，

この点が高く評価される。今後さらに症例を増やしての検討ならびに培養系を用いての検討が期待さ

れる。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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